











































































































































	表紙 
	序文 
	写真 
	地図 
	目次 
	要約 
	1. 事前調査団の派遣 
	1.1 派遣の経緯と目的 
	1.2 団員構成 
	1.3 調査日程 
	1.4 主要面談者 

	2. 周辺国のニーズ 
	2.1 コスタ・リカにおける矯正行政の概要 
	2.2 メキシコシティにおける矯正行政の概要 
	2.3 矯正施設の訪問・見学を通じての域内研修ニーズ 

	3. 第三国集団研修実施体制 
	3.1 実施機関の組織及び事業概要 
	3.2 実施機関の運営管理能力 
	3.3 研修機関の研修指導能力 

	4. 日本の他の技術協力との関係 
	5. 日本側の協力の必要性 
	5.1 本研修の必要性及び意義 
	5.2 日本の技術協力の必要性 

	6. 要請内容及び協議内容（第三国集団研修基本計画） 
	6.1 コース名 
	6.2 目的 
	6.3 到達目標 
	6.4 カリキュラム 
	6.5 研修時期・期間 
	6.6 割当国 
	6.7 定員 
	6.8 資格要件 
	6.9 日本側の経費負担 

	7. 団長所感 
	7.1 現状及び共通の問題 
	7.2 日本の経験 
	7.3 研修実施体制 
	7.4 今後の課題 

	付属資料： 
	別添1. 調査ミニッツ（R/D案を含む） 
	別添2. ILANUD Working Plan for 1999 
	別添3. コスタ・リカの犯罪状況 
	別添4. 調査団矯正施設等見学先一覧 




